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渡
辺
章
悟 

教
授
　
略
歴
・
業
績
目
録

一
九
五
三
年
一
月
一
四
日　

群
馬
県
多
野
郡
吉
井
町
（
現
在
、
高
崎
市
）
生
ま
れ

　

学　

歴

一
九
七
一
年
三
月　
　

群
馬
県
立
高
崎
高
等
学
校
卒
業

一
九
七
二
年
四
月　
　

法
政
大
学
文
学
部
哲
学
科
入
学

一
九
七
七
年
三
月　
　

法
政
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
業

一
九
七
七
年
三
月　
　

東
洋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
仏
教
学
専
攻
入
学

一
九
八
〇
年
三
月　
　

東
洋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
仏
教
学
専
攻
修
了

一
九
八
〇
年
四
月　
　

東
洋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
仏
教
学
専
攻
入
学

一
九
八
三
年
三
月　
　

東
洋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
仏
教
学
専
攻
満
期
退
学

二
〇
〇
五
年
三
月　
　

博
士
（
文
学
）、
東
洋
大
学

　

職　

歴
（
含
、
研
究
員
歴
）

一
九
八
五
年
九
月
―
現
在
、（
財
）
東
方
研
究
会
（
現
、
公
財
・
中
村
元
東
方
研
究
所
）、
研
究
員
（
現
在
は
兼
担
研
究
員
）

一
九
九
二
年
九
月
―
一
九
九
二
年
一
二
月
、
デ
リ
ー
大
学
・St. Stephenʼs College 
客
員
研
究
員
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一
九
九
五
年
四
月
―
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
東
洋
大
学
、
文
学
部
印
度
哲
学
科
、
助
教
授

二
〇
〇
〇
年
四
月
―
現
在
、
東
洋
大
学
文
学
部
イ
ン
ド
哲
学
科
（
現
：
東
洋
思
想
文
化
学
科
）、
教
授

二
〇
〇
七
年
四
月
―
二
〇
〇
九
年
三
月
、
東
洋
大
学
大
学
院
、
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
、
専
攻
長

二
〇
一
二
年
四
月
―
二
〇
一
六
年
三
月
、
東
洋
大
学
大
学
院
、
文
学
研
究
科
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
専
攻
、
専
攻
長

二
〇
二
〇
年
四
月
―
二
〇
二
二
年
三
月
、
東
洋
大
学
附
置
東
洋
学
研
究
所　

所
長

　

教　

歴
（
非
常
勤
講
師
）

一
九
八
八
年
四
月
―
一
九
九
五
年
三
月
、
東
洋
大
学
文
学
部
印
度
哲
学
科
、
非
常
勤
講
師

二
〇
〇
七
年
四
月
―
二
〇
〇
七
年
九
月
、
東
京
大
学
文
学
部
、
非
常
勤
講
師

二
〇
一
二
年
四
月
―
二
〇
一
六
年
三
月
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
、
非
常
勤
講
師

二
〇
一
二
年
四
月
―
二
〇
二
三
年
三
月
、
大
正
大
学
大
学
院
、
仏
教
学
専
攻
、
非
常
勤
講
師

二
〇
一
六
年
四
月
―
二
〇
一
七
年
三
月
、
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
、
特
別
講
師

二
〇
一
六
年
四
月
―
二
〇
一
八
年
三
月
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
、
非
常
勤
講
師

　

褒
章

二
〇
一
〇
年
九
月　
　

日
本
印
度
学
仏
教
学
会 

鈴
木
学
術
財
団
特
別
賞
（
受
賞
対
象
『
金
剛
般
若
経
の
研
究
』）

二
〇
二
〇
年
九
月　
　

中
村
元
東
方
学
術
賞
、（
公
財
）中
村
元
東
方
研
究
所
・
イ
ン
ド
大
使
館
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学
会
活
動
・
社
会
活
動

一
九
九
四
年
四
月
―
現
在
、（
公
財
）仏
教
伝
道
協
会
、
英
訳
大
蔵
経
編
集
委
員
会
委
員

二
〇
〇
二
年
四
月
―
二
〇
一
五
年
三
月
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
常
務
委
員

二
〇
〇
三
年
四
月
―
現
在
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
理
事
・
評
議
員

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
―
現
在
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
企
画
編
集
委
員
会
委
員

二
〇
〇
九
年
一
一
月
―
現
在
、
日
本
チ
ベ
ッ
ト
学
会
、
委
員

二
〇
一
〇
年
四
月
―
二
〇
二
〇
年
三
月
、
日
本
宗
教
学
会
、
評
議
員

二
〇
一
一
年
六
月
―
現
在
、（
般
財
）東
方
学
会
、
地
区
委
員

二
〇
一
一
年
八
月
―
現
在
、
仏
教
思
想
学
会
、
理
事

二
〇
一
二
年
一
一
月
―
現
在
、（
般
財
）仏
教
学
術
振
興
会
、
評
議
員

二
〇
一
四
年
一
〇
月
―
現
在
、（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）中
村
元
記
念
館
東
洋
思
想
文
化
研
究
所
、
東
洋
思
想
文
化
賞
選
考
委
員

二
〇
一
六
年
四
月
―
二
〇
一
八
年
三
月
、（
般
財
）日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
学
会
賞
選
考
委
員

二
〇
一
六
年
四
月
―
現
在
、（
般
財
）大
法
輪
閣
石
原
育
英
会
、
理
事

　

主
要
業
績
目
録

Ⅰ　

著
書
（
分
担
執
筆
は
除
く
）

1
．『
大
般
若
と
理
趣
分
の
す
べ
て
』
溪
水
社
、
一
九
九
五
年
、
全
六
〇
三
頁
・
写
真
図
版
八
頁

2
．『
中
央
ア
ジ
ア
出
土
の
仏
教
梵
語
文
献
の
研
究
（
一
九
九
六
―
一
九
九
八
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
助
成
・
基
盤
研
究
（C

）-1

、



─ 6 ─

一
九
九
九
年
三
月
、
全
五
六
頁

3
．『
大
智
度
論
の
物
語
（
三
）』
レ
グ
ル
ス
文
庫
二
三
二
、
第
三
文
明
社
、
二
〇
〇
一
年
、
全
一
八
三
頁

4
．『
金
剛
般
若
経
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
の
研
究
―
新
発
見
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
資
料
を
中
心
と
し
て
』
平
成
一
六
～
一
七
年
度

科
学
研
究
費
補
助
金
〔
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
2
）〕
報
告
書
、
東
洋
大
学
、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
全
一
三
四
頁

5
．『
金
剛
般
若
経
の
梵
語
資
料
集
成
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
九
年
、
全
一
三
〇
頁

6
．『
金
剛
般
若
経
の
研
究
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
九
年
三
月
（
博
士
学
位
論
文
）
二
四
＋
五
六
七
頁

7
．『
般
若
心
経
―
テ
ク
ス
ト
・
思
想
・
文
化
』
大
法
輪
閣
、
二
〇
〇
九
年
二
月
、
三
四
〇
＋
三
六
頁

8
．『
絵
解
き
般
若
心
経
―
般
若
心
経
の
文
化
的
研
究
』
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
一
二
年
五
月
、
二
四
九
頁
、
写
真
図
版
八
頁

9
．『
井
上
円
了
の
世
界
旅
行　

―
旅
す
る
創
立
者
井
上
円
了
―
』
東
洋
大
学
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
全
四
四
頁

10
．『
般
若
経
の
思
想
』
春
秋
社
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
、
全
二
三
九
頁

11
．『
観
音
の
呪　

大
悲
心
陀
羅
尼
』
仏
教
企
画
、
二
〇
二
一
年
四
月
、
全
四
六
頁

12
．『
大
智
度
論
の
物
語
』（
三
）（
補
注
改
訂
版
）、
レ
グ
ル
ス
文
庫
二
三
二
、
第
三
文
明
社
、
二
〇
二
三
年
二
月
、
全
二
二
〇
頁

Ⅱ　

編
著
書

1
．『
梵
蔵
漢　

法
華
経
原
典
総
索
引
』
全
11
巻
、（
共
編
、
代
表
者
江
島
恵
教
）、
霊
友
会
、
一
九
八
五
─
一
九
九
三
年
、
一
三
＋

一
一
九
三
頁

2
．『
大
乗
経
典
解
説
事
典
』（
小
峰
彌
彦
・
勝
崎
裕
彦
・
下
田
正
弘
と
の
共
編
著
）、
北
辰
堂
、
一
九
九
七
年
、
四
一
六
＋
三
六
頁

3
．Index to the Saddharm

apu ṇḍarīkasūtra---T
ibetan, Sanskrit

（
共
編
、
代
表
者
江
島
恵
教
）、
霊
友
会
、
一
九
九
八
年
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一
二
月

4
．『
漢
梵 

法
華
経
索
引
』（Chinese-Sanskrit Index to the Saddharm
apu ṇḍarīkasūtra

）、
法
華
経
原
典
研
究
会
編
、the 

Reiyukai:T
okyo

、
二
〇
〇
三
年
二
月
、
一
六
＋
一
〇
八
六
頁

5
．『
ブ
ッ
ダ
を
知
る
事
典
』（
菅
沼
晃
と
の
共
編
著
）、
佼
成
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
九
月
、
全
三
五
〇
頁

6
．『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教
の
受
容
と
変
容　

―
智
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
』
渡
辺
章
悟
編
、
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
、
二
〇
一
四

年
三
月

7
．『
般
若
経
大
全
』（
勝
崎
裕
彦
・
小
峰
彌
彦
と
の
共
編
著
）、
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
一
月
、
四
＋
一
六
＋
五
一
五
頁

8
．『
般
若
心
経
註
釈
集
成
〈
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
編
〉』（
高
橋
尚
夫
と
の
共
編
著
）、
起
心
書
房
、
二
〇
一
六
年
九
月
、
四
＋
三
八
二

＋
一
四
頁

9
．『
般
若
経
の
教
理
・
儀
礼･

実
践
の
総
合
的
研
究
』
渡
辺
章
悟
編
（
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

平
成
二
七
～
二
九

年
度 

研
究
報
告
書
）、
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
二
月
、
全
一
一
八
頁

10
．『『
八
千
頌
般
若
経
』
梵
―
蔵
、
蔵
―
梵
対
照
表
』（
平
成
二
七
～
二
九
年
度 

科
学
研
究
費
助
成
事
業　

基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
八
千

頌
般
若
経
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
及
び
言
語
検
索
ツ
ー
ル
の
構
築
」
報
告
書
）、
研
究
代
表
者
渡
辺
章
悟
、
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
、

二
〇
一
八
年
二
月
、
全
一
八
八
頁

11
．『
般
若
心
経
註
釈
集
成
〈
中
国
・
日
本
編
〉』（
高
橋
尚
夫
と
の
共
編
著
）、
起
心
書
房
、
二
〇
一
八
年
七
月
、
四
＋
四
五
五
＋
一
一

頁

12
．
渡
辺
章
悟
監
訳
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
シ
ョ
ー
ペ
ン
著
『
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
の
虚
像
と
断
片
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
二
二
年
十
二
月
、

十
八
十
四
三
九
頁
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Ⅲ　

学
術
論
文

1
．「
対
告
衆
と
し
て
のSatpuru ṣa

」『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
通
号
一
八
、1982-2-28, pp. 79-92

（L

）

2
．「
月
称
と
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
“
五
部
論
”
観
」『
印
仏
研
究
（
印
度
学
仏
教
学
研
究
）』
通
号 

六
一
、1982-12-25, pp.134-135

3
．「
大
乗
空
観
の
一
考
察
」『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
通
号
一
九
、1983-2-28, pp. 97-112

（L

）

4
．「
般
若
経
に
お
け
る
空
の
法
数
と
空
義
の
理
由
句
」『
印
仏
研
究
』
通
号
六
三
、1983-12-25, pp. 202-205

5
．「「
般
若
経
」
に
お
け
る
四
句
否
定
の
根
拠
と
し
て
のabhāvasvabhāva

」『
宗
教
研
究
』
通
号
二
六
三
、1985-3, pp. 160-162

6
．「「
般
若
経
」
に
お
け
る
無
自
性
と abhāvasvabhāva

」『
印
仏
研
究
』
通
号
六
六
、1985-3-25, pp. 138-139

7
．「
八
不
と
縁
起
」『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
通
号
二
三
、1987-3-10, pp. 37-50

8
．「「
般
若
経
」
に
お
け
る
縁
起
」『
印
仏
研
究
』
通
号
七
〇
、1987-3-25, pp. 33-36

9
．「「
般
若
経
」
に
お
け
る
八
不
と
縁
起
」『
宗
教
研
究
』
通
号
二
七
一
、1987-3-31, pp.176-179

（R

）

10
．「
菩
薩
関
係
文
献
目
録
」『
大
乗
菩
薩
の
世
界
：
金
岡
秀
友
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
』1987-7-20, pp. 1-132

（L

）（
菅
沼
晃
等
共
著
）

11
．「
顛
倒
論
試
考
」『
仏
教
学
』
通
号
二
三
、
仏
教
思
想
学
会
、1987-12-25, pp. 51-83

12
．「Pañcavi ṃ

śatisāhasrikā Prajñāpāram
itā

－V
I　

anupūrvābhisam
ayādhikāra ḥ

－
」『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
通
号 

二
五
、一
九
八
九-

二-

二
八
、pp. 165-182

（L

）

13
．「「
般
若
経
」
に
お
け
るabhāva

の
用
法
」『
印
仏
研
究
』
通
号
七
四
、1989-3-20, pp. 121-125

（L

）

14
．「『
弘
法
大
師
逆
修
日
記
事
』
か
ら
み
た
十
三
仏
信
仰
」『
宗
教
研
究
』
通
号
二
八
三
、1990-3-31, pp. 157-159

15
．「
十
三
仏
信
仰
の
儀
軌
と
し
て
の『
弘
法
大
師
逆
修
日
記
事
』」『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要
』通
号
二
一
、1990-12-1, pp. 38-46

（R

）

16
．「
経
録
か
ら
み
た
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
神
呪
経
』
と
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
大
明
呪
経
』」『
印
仏
研
究
』
通
号
七
七
、1990-12-20, 
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pp. 54-58
17
．「Pañcavi ṃ

śatisāhasrikā Prajñāpāram
itā V

II-1

」『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
通
号 

二
七
、1991-2-28, pp. 136-117

（L

）

18
．「
般
若
心
経
成
立
論
序
説
」『
佛
教
学
』
三
一
、
佛
教
思
想
學
会
、
一
九
九
一
年
七
月
、pp.41–86

19
．「
未
比
定
の
般
若
経
写
本
研
究 I

」『
印
仏
研
究
』
四
〇
（
一
）、
一
九
九
一
年
、pp.413–417

20
．「
般
若
経
」に
お
け
る
非
存
在abhāva

の
意
義
」『
真
野
龍
海
博
士
頌
寿
記
念
論
文
集 

般
若
波
羅
蜜
多
思
想
論
集
』山
喜
房
佛
書
林
、

一
九
九
二
年
三
月
、pp.47-78.

21
．「
イ
ン
ド
の
宗
教
に
於
け
る
十
六
の
概
念
」『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報
』
一
、一
九
九
二
年
、pp. 190–159

22
．「Praśāstrasena

造
『
般
若
心
経
広
注
』
和
訳
研
究
」『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要
』
二
三
、一
九
九
二
年
、pp. 21–53

23
．「
中
央
ア
ジ
ア
出
土
の
般
若
経
梵
文
断
簡
Ｉ 

─
Ｐ
Ｖ
第
六
現
観
を
め
ぐ
っ
て
─
」『
東
洋
学
研
究
』
三
〇
、
東
洋
大
学
附
置
東
洋

学
研
究
所
、
一
九
九
三
年
、pp.41–67

24
．「
古
代
イ
ン
ド
の
倫
理
思
想
・
仏
教
の
成
立
と
展
開
」『
東
洋
倫
理
思
想
史
』
里
道
徳
雄
・
新
保
哲
編
、
北
樹
社
、
一
九
九
三
年
六

月
、pp.27-64.

25
．「
未
比
定
の
般
若
経
写
本
研
究 

Ⅱ
」『
印
仏
研
究
』
四
一
（
二
）、
一
九
九
三
年
、pp.991–996

26
．「Pañcavi ṃ

śatisāhasrikā Prajñāpāram
itā V

II-2

」『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
二
九
、一
九
九
三
年
二
月
、pp.1–16

27
．「
中
央
ア
ジ
ア
出
土
の
般
若
経
梵
文
断
簡
」『
東
洋
学
研
究
』
三
〇
、
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
、
一
九
九
三
年
三
月
、pp.41–67

28
．A

 Fragm
ent of the Pañcavi ṃ

śatisāhasrikā Prajñāpāram
itā-sūtra from

 Eastern T
urkestan, Journal of the 

A
m

erican O
riental Society, 114

（3

）, 1994. 10, pp.383–396

29
．「
プ
ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
（prajñā

）
再
考 

─
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
か
ら
仏
教
へ
─
」『
東
洋
学
論
叢
』
㐧
二
一
号
（
東
洋
大
学
文
学
部
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紀
要
印
度
哲
学
科
篇
）、
一
九
九
六
年
、pp.76-90

30
．A

 Fragm
ent of the Sanskrit T

ext of the Śīlapāram
itā, W

iener Zeitschrift für die K
unde Südasiens und 

A
rchiv für Indische Philosophie, Band 41, 1997. 3, pp.93–98

31
．「
般
若
波
羅
蜜
多
（Prajñāpāram

itā

）
の
解
釈
」『
東
洋
学
論
叢
』
二
二
、一
九
九
七
年
三
月
、pp.59–80

32
．「Prajñāpāram

itā
の
四
つ
の
語
源
解
釈
」『
印
仏
研
究
』
四
六
（
二
）、
一
九
九
八
年
三
月
、pp.130–137

33
．「
金
剛
般
若
の
法
滅
句
」『
印
仏
研
究
』
四
八
（
一
）、
一
九
九
九
年
、pp. 104–112

34
．「『
金
剛
般
若
』
の
重
層
性-
ギ
ル
ギ
ッ
ト
写
本
と
現
存Conze

校
訂
本
と
の
比
較
」、
阿
部
慈
園
編
『
金
剛
般
若
経
の
思
想
的
研
究
』

春
秋
社
、
一
九
九
九
年
、pp.59–91

35
．「
イ
ン
ド
仏
教
の
法
滅
思
想 

1 
─
金
剛
般
若
の
法
滅
句
を
め
ぐ
っ
て
─
」『
東
洋
学
研
究
』
三
七
、二
〇
〇
〇
年
、pp. 79–102

36
．A

 Reconsideration of Prajñā:From
 T

he U
pani ṣads to Buddhism

, International A
ssociation of Sanskrit 

Studies

、Indologica T
aurinensia, O

fficial O
rgan of the International A

ssociation of Sanskrit Studies 

1997-1998,T
orino

（Italy

）、23/24, 2000, pp.257–270

37
．「
イ
ン
ド
仏
教
の
法
滅
思
想 

2 

─
初
期
仏
教
資
料
を
め
ぐ
っ
て
─
」『
東
洋
学
論
叢
』
二
六
（
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要 

印
度
哲
学

科
篇
）
第
五
四
集
、
二
〇
〇
一
年
、pp.115–130

38
．「
ス
コ
イ
エ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
『
金
剛
般
若
経
』」『
印
仏
研
究
』
五
〇
（
一
）、
二
〇
〇
一
年
、pp.94–102

39
．「『
八
千
頌
般
若
』
の
一
切
智　

―sarvajña, sarvajñatva, sarvajñatā

」『
東
洋
学
論
叢
』
二
八
（
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要 

印

度
哲
学
科
篇
）
第
五
六
集
、
二
〇
〇
三
年
三
月
、pp.50–79

40
．「『
金
剛
般
若
経
』
に
見
ら
れ
る
色
身
・
法
身
の
偈
頌
」『
東
洋
思
想
に
お
け
る
心
身
観
』
特
別
号
、
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
、
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二
〇
〇
三
年
三
月
、pp.1–26

41
．「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
金
剛
般
若
経
』
シ
ェ
ル
カ
ル
（Shel dkar

）
写
本
の
特
徴
」『
印
仏
研
究
』
五
二
（
一
）、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
、

pp.59–66

42
．「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
能
断
金
剛
般
若
経
』
校
訂
テ
キ
ス
ト
（
一
）」『
東
洋
学
研
究
』
四
一
、二
〇
〇
四
年
三
月
、pp.105–120

43
．「
大
乗
仏
教
」『
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
へ
の
誘
い
』
菅
沼
晃
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
、
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、

pp.129-142

44
．「
仏
典
は
ど
の
よ
う
に
漢
訳
さ
れ
た
の
か
―
笈
多
訳
『
金
剛
能
斷
般
若
波
羅
蜜
経
』
を
巡
っ
て
」『
東
洋
学
論
叢
』

三
〇
、二
〇
〇
五
年
三
月
、pp.24-44

45
．「
最
終
解
脱
へ
向
か
う
三
昧 

―
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
お
け
る
金
剛
喩
定
―
」『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
二
〇
号
、
北
海
道

印
度
哲
学
仏
教
学
会
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
、pp.38-57

46
．「V

ajropam
asam

ādhi

の
考
察
」『
印
仏
研
究
』
五
四 （
一
）、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
、pp.349-357

47
．V

ajracchedikā Prajñāpāram
itā, Paul H

arrison and Shogo W
atanabe eds., M

anuscripts in T
he Schøyen 

Collection, Buddhist M
anuscripts 3, H

erm
es Publishing:O

slo, 2006, pp.89-132

48
．「V

ajra

考
」 『
東
洋
学
論
叢
』
三
一
（
イ
ン
ド
哲
学
科
編
『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』）、
二
〇
〇
六
年
三
月
、pp.21–31.

49
．「『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
お
け
る
金
剛
に
つ
い
て
の
研
究
」『
法
華
経
と
大
乗
経
典
の
研
究
』、
望
月
海
淑
編
、
山
喜
房
佛
書
林
、

二
〇
〇
六
年
六
月
、pp.215–239.

50
．「vajra

考
（
二
）
―
石
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
―
」『
東
洋
学
論
叢
』
三
二
（
イ
ン
ド
哲
学
科
編
『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』）
第
六
〇
集
、

二
〇
〇
七
年
三
月
、pp.92-113
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51
．「V

ajra

考
補
遺　

―N
ārāya ṇa

の
周
辺
か
ら
―
」『
密
教
理
趣
の
宇
宙
』（
福
田
亮
成
先
生
古
稀
記
念
論
文
集　
『
智
山
学
報
』）

第
五
六
輯
、
智
山
勧
学
会
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、pp.113-129

52
．T

he Role of D
estruction of the D

harm
a and Predictions in M

ahāyāna Sūtras: W
ith a Focus on the 

Prajñāpārām
itā Sūtras, T

he T
O

H
O

 Gakkai

（T
he Institute of Eastern Culture

）, A
cta A

siatica, N
o.96, 2009.2, 

pp.77–97

53
．「
明
治
の
仏
教
と
仏
教
青
年
会
運
動
」『
仏
教
文
化
』
四
九
、
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、pp.1–34

54
．「
大
乗
教
団
の
な
ぞ
」『
仏
教
の
形
成
と
展
開
』
新
ア
ジ
ア
仏
教
史
02　

イ
ン
ド
Ⅱ
）
佼
成
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
、

pp.171–202

55
．「
大
乗
仏
典
に
お
け
る
法
滅
と
授
記
の
役
割 

―
般
若
経
を
中
心
と
し
て
」『
大
乗
仏
教
の
誕
生
』（
シ
リ
ー
ズ
大
乗　

第
二
巻
）、

春
秋
社
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
、pp.73-108

56
．「
六
国
史
に
み
る
般
若
経
」『
東
洋
学
研
究
』
第
四
九
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
、pp.111–133

57
．「
般
若
経
の
成
立
過
程
―
智
の
展
開
を
中
心
と
し
て
」『
経
典
と
は
何
か
（
二
）
―
経
典
の
成
立
と
展
開
受
容
』
日
本
仏
教
学
会
編

平
楽
寺
書
店
、
二
〇
一
二
年
七
月
、pp.29-62

58
．「『
金
剛
般
若
経
』
の
即
非
の
論
理
」『
財
団
法
人　

松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
二
七
、二
〇
一
三
年
三
月
、pp.43-53

59
．「
般
若
経
の
三
乗
思
想
」『
東
洋
学
論
叢
』三
八
、『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』（
イ
ン
ド
哲
学
科
篇　

第
六
六
集
）、
二
〇
一
三
年
三
月
、

pp.137-146

60
．「
般
若
経
の
形
成
と
展
開
」『
智
慧
・
世
界
・
こ
と
ば　

―
大
乗
仏
典
Ⅰ
』（
シ
リ
ー
ズ
大
乗　

第
四
巻
）
春
秋
社
、
二
〇
一
三
年
五
月
、

pp.101–153
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61
．「
般
若
経
に
お
け
る
菩
薩
乗
の
意
味
」『
印
仏
研
究
』
六
二
（
二
）、
二
〇
一
四
年
三
月
、pp.173–181

62
．Possibility of V

iew
 on N

ature of Buddhism
, P

roceedings of International C
ongress of A

sian and N
orth 

A
frican Studies (ICA

N
A

S
38), U

LU
SLA

RA
RA

SI A
SY

A
 V

E K
U

ZEY
 A

FRİK
A

 ÇA
LIŞM

A
LA

RI K
O

N
GRESİ 

（10-15 EY
LÜ

L 2007:A
N

K
A

RA

）, http://w
w

w
.ayk.gov.tr/baglantilar/icanas-38/, International Congress of 

A
sian and N

orth A
frican Studies, 2015.1, pp.709–716

63
．「
六
国
史
に
見
る
『
般
若
心
経
』
の
受
容
と
展
開
」『
東
洋
思
想
文
化
』
二
、二
〇
一
五
年
三
月
、pp.21-36

64
．「
大
乗
経
典
に
お
け
る
慈
悲
と
憐
愍
」『
宗
教
の
壁
を
乗
り
越
え
る
―
多
文
化
共
生
社
会
へ
の
思
想
的
基
盤
』
東
洋
大
学
国
際
哲
学

研
究
セ
ン
タ
ー
編
、
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
一
六
年
三
月
、pp.199-209.

65
．「『
般
若
心
経
』
の
タ
イ
ト
ル
を
め
ぐ
る
諸
問
題　

―
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
写
本
の
分
析
か
ら
―
」『
三
友
健
容
博
士
古
稀
記
念
論
文

集　

智
慧
の
と
も
し
び　

―
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
の
展
開
』、
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
六
年
三
月
、pp.633-639

66
．Som

e Q
uestions Concerning the T

itle of the Prajñāpāram
itā-h ṛdaya[-sūtra], 

『
智
山
学
報
』
六
五
（
小
峰
・
小
山
教

授
退
任
記
念
号
）、
二
〇
一
六
年
三
月
、pp.21–33

67
．「
南
部
絵
経　

―
文
字
の
読
め
な
い
も
の
た
ち
の
「
法
華
経
」
信
仰
」『
日
本
化
す
る
法
華
経
』（
ア
ジ
ア
遊
学202

）
浅
田
徹
編
、

勉
誠
社
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
、pp.201-211.

68
．「
空
性
表
現
か
ら
見
た
『
般
若
心
経
』
の
成
立
」『
東
洋
思
想
文
化
』
四
、二
〇
一
七
年
三
月
、pp.25–66

69
．「
説
法
師
（dharm

abhā ṇaka

）
考
」『
印
仏
研
究
』
六
六
、（
一
）、
二
〇
一
七
年
一
二
月
、pp.404-398

70
．「
菩
薩
と
三
乗
」『
佛
光
學
報
』
四
（
一
）、
佛
光
大
学
：
台
湾
、
二
〇
一
八
年
一
月
、pp.1-25

71
．T

he O
rigins of the Idea of T

hree V
ehicles in the Prajñāpāram

itā Sūtras, R
eading Slow

ly A
 Festschrift for 
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Jens E
. Braarvig, edited by Lutz Edzard, Jens W

. Borgland and U
te H

üsken, H
arrassow

itz, 2018.1, pp.393–

408

72
．「
般
若
経
の
意
図
す
る
も
の
」『
東
洋
思
想
文
化
』
五
、二
〇
一
八
年
三
月
、pp.1–24

73
．「
大
蔵
経
の
英
訳
と
そ
の
課
題
」『
宗
典
翻
訳
事
業
の
意
味
を
問
う
―
禅
か
らZEN

へ
―
（Soto Zen Buddhism

 International 

Sym
posium

）』
二
〇
一
八
年
三
月
、pp.29-33

74
．「
仏
教
に
お
け
る
慈
悲
と
憐
愍
」『
人
道
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
七
、
日
本
赤
十
字
国
際
人
道
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
八
年
三
月
、

pp.30–42

75
．「
大
乗
仏
典
の
伝
承
者　

―dharm
abhā ṇaka

（
説
法
者
）
の
位
置
づ
け
」『
国
際
哲
学
研
究
』
七
、二
〇
一
八
年
三
月
、pp. 

63–79

76
．「
大
乗
仏
教
の
伝
承
者
た
ち　

―satpuru ṣa
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
印
仏
研
究
』
六
七
（
一
）、
二
〇
一
八
年
一
二
月
、pp.1–11

77
．「
日
本
の
山
岳
信
仰
の
独
自
性　

―
立
山
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
東
洋
学
研
究
』
五
六
、
東
洋
大
学
附
置
東
洋
学
研
究
所
、

二
〇
一
九
年
三
月

78
．「Satpuru ṣa

考
」『
東
洋
思
想
文
化
』
六
、
東
洋
大
学
文
学
部
、
二
〇
一
九
年
三
月
、pp.1-26

（Left

）

79
．「
大
乗
仏
教
の
説
法
者　

―
ダ
ル
マ
バ
ー
ナ
カ
（D

harm
abhā ṇaka

）
―
」、『
禅
学
研
究
所
紀
要
』
四
七
、
愛
知
学
院
大
学
禅
学

研
究
所
、
二
〇
一
九
年
三
月
、pp.1-34

80
．「
般
若
経
と
『
中
論
』
の
縁
起
説
」『
印
仏
研
究
』
六
八
（
一
）、
二
〇
一
九
年
一
二
月
、pp.139-147

（
左
）

81
．“A
 Q

uestion Concerning the T
itle of the Prajñāpāram

itā-h ṛdaya[-sūtra]: Is the Prajñāpāram
itā-h ṛdaya[-sūtra] 

a Sūtra that A
dvocates Em

ptiness or a D
hāra ṇī（M

antra

）?

", Investingating Principles: International A
spects 
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of Buddhist Culture, Prof. Charles W
illem

en Felicitation V
olum

e, eds. by Lalji ʻShravakʼ&
 Supriya Rai, T

he 

Buddha-dharm
a Centre of H

ong K
ong : H

ong K
ong, 2020. 1, pp.383-396

82
．「
般
若
経
の
縁
起
説
と
そ
の
展
開　

―
龍
樹
『
中
論
偈
』
の
八
不
偈
を
め
ぐ
っ
て
」『
東
洋
思
想
文
化
』
七
、
東
洋
大
学
文
学
部
、

二
〇
二
〇
年
三
月
、pp.1-30

（Left

）

83
．「
第
二
の
転
法
輪
」『
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
論
集
』
五
一
号
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
六
日
、pp.1-13

（Left

）

84
．The Lineage of the Prajñāpāram

itāh ṛdaya: W
ith a Focus on Its Introduction and Expressions of 

“Em
ptiness,

”

A
cta A

siatica, B
ulletin of T

he E
astern C

ulture 121

―T
he H

eart Sūtra R
evisited: T

he Frontier of 

Prajñāpāram
itāh ṛdaya Studies, T

he T
oho Gakkai:T

okyo, 2021. 8, pp.23-52

85
．「
般
若
経
の
第
二
の
転
法
輪
」『
東
方
』
第
三
七
号
、（
公
財
）
中
村
元
東
方
研
究
所
、
二
〇
二
二
年
三
月
、pp.105-121

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
（
そ
の
他
）

1
．「
観
音
信
仰
・
釈
迦
信
仰
・
弥
勒
信
仰
・
金
剛
般
若
経
・
大
智
度
論
・
般
若
心
経
・
般
若
経
・
理
趣
経
」
の
八
項
目
『
岩
波
哲
学
・

思
想
事
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
三
月

2
．「
個
人
と
教
団
の
問
題　

例
え
ば
オ
ウ
ム
真
理
教
を
読
み
解
け
る
仏
伝
」（
書
評
・
羽
矢
辰
夫
著
『
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
』
春
秋
社
、

一
九
九
九
年
五
月
）『
寺
門
興
隆
』
十
一
月
号
、
興
山
社
、
一
九
九
九
年
一
一
月
、pp.101-103

3
．
書
評
・
羽
矢
辰
夫
著
『
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
』（
春
秋
社
、
一
九
九
九
年
五
月
）」『
東
方
』
一
六
号
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
三
一
日
、

pp.192-195

（L

）

4
．「
仏
教
が
わ
か
る
キ
ー
ワ
ー
ド
50
」『
仏
教
が
わ
か
る
。』（
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
ア
エ
ラ
ム
ッ
ク
）
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
、
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pp.140-146
5
．「
出
家
教
団
の
理
念
と
は
？　

律
蔵
に
よ
っ
て
わ
か
る
本
来
の
僧
の
原
点
」（
書
評
・
佐
々
木
閑
著
『
出
家
と
は
何
か
』
大
蔵
出
版
、

一
九
九
九
年
五
月
）『
寺
門
興
隆
』
三
月
号
、
興
山
社
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、pp.79-102

6
．「
仏
教
の
死
後
観
と
十
三
仏
信
仰
」
高
城
功
夫
（
研
究
代
表
）、『
平
成
十
四
年
度
～
平
成
十
五
年
度
科
研
費
補
助
金
［
基
盤
研
究

Ｃ
2
］
研
究
成
果
報
告
書
』、
二
〇
〇
四
年
三
月
、pp.13-23

7
．「
三
枝
仏
教
学
と
私　

―
中
観
か
ら
般
若
へ
―
」『
三
枝
充
悳
著
作
集
』（
仏
教
の
宗
教
観
・
人
間
観
）
第
六
巻
、
月
報
七
、
法
蔵
館
、

二
〇
〇
五
年
七
月
、pp.3-4

8
．「
書
評
・
武
田
浩
学
『
大
智
度
論
の
研
究
』」（
中
外
日
報
二
〇
〇
五
年
一
二
月
六
日
火
曜
日
、
第
六
面
）

9
．「
仏
教
思
想
と
共
生
（
イ
ン
ド
）」『
東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』
第
一
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、pp.28-33

10
．「
イ
ン
ド
仏
教
か
ら
見
た
自
然
観
の
可
能
性
」『「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
研
究
』N

o.1, 

東
洋
大
学
「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」

学
際
研
究
イ
ニ
チ
ア
シ
ブ
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、pp.37-42

11
．「
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
共
生
の
諸
相　

―
共
生
思
想
の
基
礎
的
研
究
（
一
）―
」『
東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究

年
報
』
第
一
号
、
東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、pp.83–91

12
．「
共
生
の
英
訳
は
ど
れ
が
適
し
て
い
る
の
か　

―
共
生
思
想
の
基
礎
的
研
究
（
二
）―
」『
東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
研

究
年
報
』
第
一
号
、
東
洋
大
学
共
生
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、pp.93-99

13
．「
大
般
若
転
読
会
の
歴
史
」『
東
洋
思
想
に
お
け
る
個
と
共
同
体
の
関
係
の
探
求
』
研
究
代
表
：
竹
村
牧
男
、
東
洋
大
学
東
洋
学
研

究
所
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、pp.35-42

14
．「
日
本
人
の
死
後
観　

―
十
三
仏
信
仰
を
中
心
と
し
て
」『
日
本
に
お
け
る
死
へ
の
準
備
教
育
―
死
の
実
存
的
把
握
を
め
ざ
し
て
―
』
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研
究
代
表
：
高
城
功
夫
（
東
洋
学
研
究
別
冊
、
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
）、
二
〇
〇
七
年
三
月
、pp.143-168

15
．「
仏
教
の
起
源
・
禅
の
起
源
」『
天
祐
山
仁
叟
寺
誌
』
仁
叟
寺
誌
編
纂
委
員
会
、
二
〇
〇
七
年
四
月
八
日
、pp.1-33.

16
．「
寺
田
福
寿
と
仏
青
運
動　

―
椎
尾
辨
匡
の
共
生
運
動
へ
の
展
開
（
一
）」『
共
生
思
想
研
究
年
報
二
〇
〇
七
』
東
洋
大
学
共
生
思

想
セ
ン
タ
ー
編
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、pp.63-85

17
．「
お
経
の
真
意　

―
般
若
心
経
・
観
音
経
の
現
代
語
訳
」『
神
仏
参
拝
の
由
来
と
作
法
が
わ
か
る
本
』
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
一
二

年
二
月
（『
歴
史
読
本　

入
門　

神
様
・
仏
様
の
信
仰
事
典
』
二
〇
〇
九
年
二
月
号
か
ら
転
載
、）pp.172-177

18
．「
イ
ン
ド
思
想
に
お
け
る
共
感
と
共
苦
」『
共
生
思
想
研
究
年
報 

二
〇
〇
八
』
東
洋
大
学
共
生
思
想
セ
ン
タ
ー
編
、
二
〇
〇
九
年

三
月
、pp.51-56

19
．「
失
わ
れ
る
共
生
、
求
め
ら
れ
る
共
生
」『
天
台
学
報
』
通
号
五
一
、二
〇
一
〇
年
二
月
、pp.21-37

（L

）

20
．「
輪
廻
と
環
境　

―
イ
ン
ド
仏
教
の
自
然
観
再
考
―
」『
宗
教
研
究
』
三
六
三
（
パ
ネ
ル
テ
ー
マ
：
宗
教
と
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ　

 

―
東
洋
の
宗
教
伝
統
を
中
心
と
し
て
―
）、
日
本
宗
教
学
会
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、pp.186-187

21
．「
慈
悲
は
共
生
社
会
の
原
理
と
な
り
う
る
か
」『
浅
草
寺
仏
教
文
化
講
座　

平
成
二
二
年
度
』
第
五
五
集
、
浅
草
寺
、
二
〇
一
三
年

八
月
、pp.152-168

22
．「
誰
で
も
読
め
る
般
若
心
経　

―
南
部
・
盛
岡
藩
で
流
行
し
た
絵
文
字
文
化
」『
在
家
佛
教
』
二
〇
一
二
年
一
月
号
（
社
団
法
人
在

家
仏
教
協
会
）、
二
〇
一
二
年
一
月
、pp.44-47

23
．「
般
若
心
経
研
究
の
現
在
」 （
第
六
二
回
印
仏
学
会
パ
ネ
ル
報
告
）『
印
仏
研
究
』
六
〇
（
二
）、
二
〇
一
二
年
三
月
、pp.281-282

24
．「
般
若
心
経
の
成
立
と
展
開
」『
大
法
輪
』
八
一
（
二
）、
大
法
輪
閣
、
二
〇
一
四
年
二
月
、pp. 82-86

25
．「
大
学
仏
青
の
今
昔　

─
花
ま
つ
り
に
ち
な
み
」『
週
刊
佛
教
タ
イ
ム
ス
』、
二
〇
一
四
年
四
月
三
日
、
第
五
面
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26
．「
田
中
公
明
著
『
般
若
学
入
門　

―
チ
ベ
ッ
ト
に
伝
わ
る
現
観
荘
厳
論
の
教
え
』」『
東
方
』
第
三
〇
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
、

pp.212 – 213

27
．『
さ
と
り
の
知
恵
を
読
む　

―
仏
教
聖
典
副
読
本
―
』
分
担
執
筆
、
仏
教
伝
道
協
会
、
二
〇
一
五
年
一
一
月

28
．「
東
洋
大
学
に
お
け
る
東
洋
哲
学
の
伝
統
と
現
在
」『
東
方
學
會
報
』
一
〇
九
、二
〇
一
五
年
一
二
月
、pp.21-23.

29
．「
セ
ッ
シ
ョ
ンN

o.4
の
発
表
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
」『
日
本
佛
教
学
会
年
報
』
八
〇
、二
〇
一
七
年
三
月
、pp. 195-170

30
．「
大
悲
心
陀
羅
尼
」（
曹
洞
宗
で
唱
え
ら
れ
る
ダ
ラ
ニ
経
典　

第
一
回
）『
仏
教
企
画
通
信
』
五
七
号
、
二
〇
一
九
年
九
月
一
日
、

pp.4-5

31
．「
大
切
な
の
は
、
真
理
の
探
究　

―
仏
教
と
井
上
円
了
―
」（
京
極
夏
彦
と
の
対
談
）『
井
上
円
了
「
哲
学
す
る
心
」
の
軌
跡
と
こ

れ
か
ら
』
講
談
社
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
、pp.26-29

32
．「
千
手
経
と
は
」（
曹
洞
宗
で
唱
え
ら
れ
る
ダ
ラ
ニ
経
典　

第
二
回
）『
仏
教
企
画
通
信
』
五
八
号
、
二
〇
二
〇
年
一
月
一
日
、

pp.3-4

33
．「
大
悲
心
陀
羅
尼
が
説
か
れ
る
背
景
か
ら
」（
曹
洞
宗
で
唱
え
ら
れ
る
ダ
ラ
ニ
経
典　

第
三
回
）『
仏
教
企
画
通
信
』
六
〇
号
、

二
〇
二
〇
年
六
月
一
日
、pp.3-4

34
．「
曹
洞
宗
で
唱
え
ら
れ
る
ダ
ラ
ニ
経
典　

第
四
回　

大
悲
心
陀
羅
尼
の
真
言
」『
仏
教
企
画
通
信
』
六
一
号
、
二
〇
二
〇
年
九
月
一

日
、pp.3-4

35
．「
曹
洞
宗
で
唱
え
ら
れ
る
ダ
ラ
ニ
経
典　

第
五
回　

大
悲
心
陀
羅
尼
」『
仏
教
企
画
通
信
』
六
二
号
、
二
〇
二
一
年
一
月
一
日
、

pp.3-5

36
．「
大
乗
仏
教
の
興
起
」、「
大
乗
仏
教
の
展
開
」（『
仏
教
事
典
』
日
本
仏
教
学
会
編
）、
丸
善
出
版
、
二
〇
二
一
年
一
月
三
一
日
、
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pp.78-79; pp.80-81
37
．「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
生
き
る　

―
仏
教
心
理
学
と
脳
科
学
か
ら
―
」『
日
本
仏
教
心
理
学
会
誌
』
一
二
号
、
二
〇
二
一
年
七
月
、

pp.102-103

38
．「
大
乗
仏
教
の
柱
と
し
て
の
第
二
の
転
法
輪
」『
仏
教
文
化
』
二
〇
四
号
（
東
京
国
際
仏
教
塾
）、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
、pp.10-

20

39
．「
ブ
ッ
ダ
は
何
を
悟
っ
た
の
か　

―
十
二
縁
起
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
日
本
仏
教
心
理
学
会
誌
』
第
一
三
号
、
二
〇
二
二
年
七

月
、pp.106-108

40
．「
大
乗
仏
教
の
柱
と
し
て
の
説
法
者
ダ
ル
マ
バ
ー
ナ
カ
」『
仏
教
文
化
』
第
二
〇
八
号
（
東
京
国
際
仏
教
塾
）、
二
〇
二
二
年
一
〇
月
、

pp.12-21




